
            
 

急なご案内ですが 

❞畠山勝太さんのお話を聞く会」❞に参加しませんか 
 

みなさまお変わりございませんか。 

4月 28日から始まる「ユニセフパネル展＆支援物資の展示」の準備も順調に進んでいます。 

今日は突然ですが、ユニセフ職員が一時帰国（岐阜県）をされるのをお聞きし、ぜひ、現地でど

のような活動をされているのかをお聞きしたいと畠山さんにお願いしました。 

快くお引き受けくださいました。 

会場：岐阜県ユニセフ協会・事務所 

日時：４月２６日（火）11時頃から 1時間ほど 

お話の内容： 

参加者：どなたでも  

参加費：なし 

 お茶を飲みながら 

(^^♪ 

 

Unicef職員 畠山勝太さんのご紹介 

2013年 4月に梅林中学校でアフリカの日の授業を担当。 

当時ユニセフ・ジンバブエ事務所に Education Officerとして勤務 

2014年 8月よりユニセフ本部で Jr. Education Economistとして勤務 

5月よりユニセフ・マラウイ事務所に Education Specialistとして赴任 

●5月から赴任されます畠山さん。マラウイへの思いをご紹介！ 

マラウイは一度滞在したことがあるのですが、非紛争国では世界最貧の国で、子供たちが置か

れた状況が良くない国の一つなので、教育を通じて子どもの権利を実現できるよう頑張ってき

たいと思います。 
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畠山さんのメールから 

（インド女子教育指定募金の取り組みを知って） 

ジンバブエで農村部を回って調査してきた際の写真

があるので、ぜひ当日お見せしたいと思います。南ア

ジアもまた不就学児童の多い地域なのですが、アフリ

カはまた南アジアと違った特徴があるので、南アジア

のユニセフと南部アフリカのユニセフで教育分野の

活動でどのような違いがあるのかといったことも、 

ぜひみなさまにシェアさせて頂こうと思います。 


